
 

 

陳  情  文  書  表 

 

 

受 理 番 号 ・ 受 理 

年 月 日 及 び 件 名 

 陳情第36-2号（５．11．21） 

調査報告書を認めること、いじめを隠蔽した教職員の処分等を求め

る陳情 

陳 情 の 要 旨 １．調査報告書の記載内容を認めること。万一、認められないと言う

のであれば、具体的にどの箇所がどのように根拠に乏しく認められな

いのか、すべての箇所に関して説明するべきである。さらに事実誤認

だと主張するのであれば、その主張が可能だと認められる証拠資料を

提出すること。そして、認める箇所と認めない箇所を明確に示すこ

と。 

２．調査報告書に指摘された教職員らを処分すること。すでに退職し

た教職員に関しては、処分相当額を自主返納すること。 

３．議会での虚偽答弁や事実と異なる答弁を訂正すること。 

４．元校長が退職時に持ち出した、個人情報（公文書）を直ちに回収

すること。 

５．現在も未払い状態となっている、被害者保護者の旅費を支払うこ

と。 

６．調査報告書（正式版）を直ちに公表すること。加えて、国民の知

る権利を侵害しないように、不適切なマスキングを行わないこと。 

７．教育委員会の組織再生案を早期に策定し、実現すること。 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名  

兵庫県伊丹市 

 学校事故事件被害者遺族の会代表 

 新上五島町いじめ自死第三者委員会委員 

 西尾 裕美 

送 付 委 員 会  教育こども委員会 

 




























